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(1)2015年3⽉期 第2四半期 連結業績
（単位：百万円）

2015年3⽉期
第2四半期

前年同期との⽐較 2014/5/12発表予想との⽐較

前年同期 増減額 増減率 予想値 増減額 増減率

売上⾼ 35,823 35,087 +736 +2.1% 34,700 +1,123 +3.2%

売上総利益 9,779 10,619 ▲840 ▲7.9% － － －

売上総利益率 27.3% 30.3% ▲3.0p － － － －

販管費及び⼀般管理費 8,906 9,370 ▲464 ▲5.0% － － －

営業利益 872 1,249 ▲377 ▲30.2% 820 +52 +6.3%

営業利益率 2.4% 3.6% ▲1.2p － 2.4％ ▲0.0p －

経常利益 981 1,505 ▲524 ▲34.8% 870 +111 +12.8%

四半期純利益 534 931 ▲397 ▲42.6% 540 ▲6 ▲1.1%

【予想⽐】 ⾦融、ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞを中⼼に増収。ｿﾌﾄｳｪｱ製品開発の原価増等があった
ものの、売上増および販管費抑制で吸収し、営業利益も予想を上回る。

【前年⽐】 電通向けの反動減を、⾦融、ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞの拡⼤によりｶﾊﾞｰし増収。
⼀⽅、円安影響ならびにｿﾌﾄｳｪｱ製品開発の原価増があり、営業利益は減益。

【配当】 中間配当12円(前年同期10円)、年間合計24円(前期22円)の配当を予定
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営業利益
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営業利益
8.7

(予想⽐＋0.5）

(2)-1 営業利益 【予想⽐】

予想値
（5⽉12⽇発表）

(単位：億円)

2015年3⽉期
第2四半期
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為替予算ﾚｰﾄと実績の差異 ＋0.9
（原価計上ﾚｰﾄ 予算：105円/$ → 実績：102円/$）

ｿﾌﾄｳｪｱ製品開発原価増を主因
とした売上原価拡⼤(為替除く) ▲7.0

販売管理費の抑制 ＋3.4

増収効果 ＋3.2



営業利益
12.4 営業利益

8.7
(前年同期⽐▲3.7）

(2)-2 営業利益 【前年同期⽐】

2014年3⽉期
第2四半期

(単位：億円)

2015年3⽉期
第2四半期
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増収効果 ＋2.2

円安によるｿﾌﾄｳｪｱ仕⼊原価増 ▲2.7
（原価計上ﾚｰﾄ FY13：92円/$ → FY14：102円/$）

ｿﾌﾄｳｪｱ製品開発原価増を主因
とした売上原価拡⼤(為替除く) ▲7.9

販売管理費の抑制 ＋4.6

【前年同期⽐】
⾦融 ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ向けの海外拠点ｼｽﾃﾑや市場系ｼｽﾃﾑ等が拡⼤
ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ ﾋﾞｼﾞﾈｽ系は、「POSITIVE」および基幹ｼｽﾃﾑの⼤型案件を中⼼に拡⼤

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ系は、MBDのｺﾝｻﾙおよび「iQUAVIS」を中⼼に拡⼤
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 電通向け基幹ｼｽﾃﾑ構築案件のﾋﾟｰｸｱｳﾄにより減収

(3)セグメント別 連結売上⾼
（単位：百万円）

2015年
３⽉期

第2四半期

前年同期との⽐較 2014/5/12発表予想との⽐較

前年同期 増減額 増減率 予想値 増減額 増減率

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 10,738 10,557 +181 +1.7% 10,090 +648 +6.4%

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ 16,830 15,327 +1,503 +9.8% 16,354 +476 +2.9%

ﾋﾞｼﾞﾈｽ系 6,896 5,943 +953 +16.0% 6,444 +452 +7.0%

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ系 9,934 9,383 +551 +5.9% 9,910 +24 +0.2%

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 8,254 9,203 ▲949 ▲10.3% 8,254 ▲0 ▲0.0%
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POSITIVE：⼈事管理ｿﾘｭｰｼｮﾝ
MBD：ﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽ開発

iQUAVIS：構想設計ｿﾘｭｰｼｮﾝ



【前年同期⽐】
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ MBDに関するｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽが主として⾃動⾞業界向けに拡⼤
受託ｼｽﾃﾑ開発 電通向け⼤型案件の反動減
ｿﾌﾄｳｪｱ製品 「POSITIVE」、「iQUAVIS」、「BusinessSPECTRE」、「iPLAss」等が拡⼤
ｿﾌﾄｳｪｱ商品 「SAP ERP」等の基幹ｼｽﾃﾑ系ｿﾌﾄが減少
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けが拡⼤
情報機器他 全ｾｸﾞﾒﾝﾄで拡⼤

(4)サービス品⽬別 連結売上⾼
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（単位：百万円）

サービス品⽬
2015年
３⽉期

第2四半期

前年同期との⽐較 2014/5/12発表予想との⽐較

前年同期 増減額 増減率 予想値 増減額 増減率

コンサルティングサービス 1,633 1,297 +336 25.9% 1,472 +161 +10.9%

受託システム開発 10,669 12,083 ▲1,414 ▲11.7% 10,106 +563 +5.6%

ソフトウェア製品 5,750 4,750 +1,000 +21.1% 6,228 ▲478 ▲7.7%

ソフトウェア商品 10,610 10,837 ▲227 ▲2.1% 10,599 +11 +0.1%

アウトソーシング・
運⽤保守サービス 3,509 3,322 +187 +5.6% 3,546 ▲37 ▲1.0%

情報機器販売・その他 3,649 2,795 +854 +30.6% 2,745 +904 +32.9%

BusinessSPECTRE：SAPﾃﾞｰﾀ連携ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ
iPLAss：ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

(5)連結キャッシュ・フロー
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（単位：百万円）

2014年4⽉〜
2014年9⽉

2013年4⽉〜
2013年9⽉ 増減

営業活動による
キャッシュ・フロー 5,412 2,888 +2,524

投資活動による
キャッシュ・フロー ▲1,537 ▲1,132 ▲405

財務活動による
キャッシュ・フロー ▲951 ▲900 ▲51

現⾦及び現⾦同等物に
係る換算差額 174 76 +98

現⾦及び現⾦同等物の
増減額（▲は減少） 3,097 932 +2,165

現⾦及び現⾦同等物の
期⾸残⾼ 12,849 11,459 +1,390

現⾦及び現⾦同等物の
期末残⾼ 15,947 12,392 +3,555

＜今期のトピック＞
■営業活動によるキャッシュ・フロー

税⾦等調整前四半期純利益（+981百万円）
減価償却費（+1,803百万円）
売上債権の減少（+3,717百万円）
前受⾦の増加（+2,628百万円）
前渡⾦の増加（▲1,236百万円）
たな卸資産の増加（▲709百万円）
法⼈税等の⽀払額（▲1,249百万円）

■投資活動によるキャッシュ・フロー
ソフトウェア等の固定資産の取得による⽀出
（▲1,518百万円)

■財務活動によるキャッシュ・フロー
リース債務の返済による⽀出（▲551百万円)
配当⾦の⽀払額（▲390百万円)



(6)連結貸借対照表
（単位：百万円）

2015年３⽉期
第2四半期末

前期末
2014/3/31

前期末
からの増減 前期末からの増減の主な要因

流動資産 41,798 40,287 +1,511
現⾦及び現⾦同等物の増加（+3,097）、前
渡⾦の増加（+1,246）、たな卸資産の増加
（+728）、売上債権の減少（▲3,694）

固定資産 18,430 18,590 ▲160 有形固定資産の減少（▲199）

資産合計 60,228 58,877 +1,351

流動負債 18,743 17,387 +1,356 前受⾦の増加（+2,658）、未払法⼈税等の
減少（▲727）、仕⼊債務の減少（▲313）

固定負債 2,193 2,625 ▲432 リース債務の減少（▲334）

負債合計 20,936 20,013 +923

純資産合計 39,292 38,864 +427
四半期純利益の計上（+534）、剰余⾦の配
当（▲390）、為替変動等によるその他の包括
利益累計額の増加（+289）

負債純資産合計 60,228 58,877 +1,351
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(7)受注・受注残⾼
（単位：百万円）

受注⾼ 受注残⾼
2015年3⽉期

第2四半期 前年同期⽐ 2015年3⽉期
第2四半期末 前年同期⽐

合計 20,468 +5.3％ 9,033 +4.3％

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別
内訳

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 8,399 ▲6.0％ 3,158 ▲22.4％

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ 7,662 +63.0％ 3,878 +97.5％

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 4,406 ▲24.0％ 1,995 ▲24.1％

ｻｰﾋﾞｽ品⽬別
内訳

受託ｼｽﾃﾑ開発 12,469 ▲2.6％ 5,131 ▲10.3％

ｿﾌﾄｳｪｱ製品ｱﾄﾞｵﾝ開発 4,272 +60.7％ 2,553 +53.7％

ｿﾌﾄｳｪｱ商品ｱﾄﾞｵﾝ開発 3,726 ▲6.3％ 1,347 +5.1％

受注・受注残は、当社のｻｰﾋﾞｽ品⽬のうち、受託ｼｽﾃﾑ開発、ｿﾌﾄｳｪｱ製品およびｿﾌﾄｳｪｱ商品のｱﾄﾞｵﾝ開発のみが対象です。
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、ｿﾌﾄｳｪｱ製品・商品のﾗｲｾﾝｽ、ﾗｲｾﾝｽ保守、ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ、情報機器等は含まれておりません。
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◆ 2015年3⽉期 連結業績予想
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 第2四半期は前年同期⽐増収減益となりましたが、売上⾼は計画を上回って推移してい
ます。利益⾯では、ｿﾌﾄｳｪｱ製品開発における原価の増加を、売上⾼の計画⽐増収なら
びに販管費の抑制等により吸収し、概ね計画通りに推移しています。

 受注・受注残も堅調に推移していることから、通期の業績予想について、
2014年5⽉12⽇に発表した予想から修正はありません。

（単位：百万円） ＜参考値＞

通期
前期との⽐較

通期業績予想に対
する上期進捗率前期実績 増減額 増減率

売上⾼ 76,200 73,970 +2,230 +3.0% 47.0%

営業利益 4,500 4,309 +191 +4.4% 19.4%

営業利益率 5.9% 5.8% +0.1p － －

経常利益 4,670 4,766 ▲96 ▲2.0% 21.0%

当期純利益 2,960 2,871 +89 +3.1% 18.0%

◆ セグメント別 連結売上⾼予想

- 12 -

（単位：百万円） ＜参考値＞

通期 前期との⽐較 通期業績予想に
対する上期進捗率前期実績 増減額 増減率

⾦融ソリューション 22,677 22,262  +415 +1.9% 47.4%

エンタープライズソリューション 35,879 32,995 +2,884 +8.7% 46.9%

ビジネス系 14,458 12,736 +1,722 +13.5% 47.7%

エンジニアリング系 21,420 20,259 +1,161 +5.7% 46.4%

コミュニケーションIT 17,643 18,712 ▲1,069 ▲5.7% 46.8%

合計 76,200 73,970 +2,230 +3.0% 47.0%



◆ サービス品⽬別 連結売上⾼予想
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（単位：百万円） ＜参考値＞

通期 前期との⽐較 通期業績予想に
対する上期進捗率前期実績 増減額 増減率

コンサルティングサービス 3,359 3,136 +223 +7.1% 48.6%

受託システム開発 21,893 23,891 ▲1,998 ▲8.4% 48.7%

ソフトウェア製品 15,241 11,009 +4,232 +38.4% 37.7%

ソフトウェア商品 22,717 22,258 +459 +2.1% 46.7%

アウトソーシング・運⽤保守 7,144 6,855 +289 +4.2% 49.1%

情報機器販売・その他 5,843 6,818 ▲975 ▲14.3% 62.5%

合計 76,200 73,970 +2,230 +3.0% 47.0%

中期経営計画進捗状況
〜上期トピックス〜

中期経営計画進捗状況
〜上期トピックス〜
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中期経営計画の⾻⼦

対象期間

①競争優位性の追求
②新たなﾋﾞｼﾞﾈｽ領域の開拓
③⼈材⼒強化

業績⽬標

基本⽅針

2014年4⽉〜2017年3⽉

ISID Open Innovation 2016
価値協創

Progress to the Future

2017年3⽉期
売上⾼ 850億円
営業利益 60億円
営業利益率 7.1％
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⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝｾｸﾞﾒﾝﾄ
●⼤⼿⾦融機関のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開や規制強化対応⽀援を拡⼤
●決済ｼｽﾃﾑ更改や市場慣⾏整備に的確に対応
●地域⾦融機関の業務改⾰の実現を積極的に⽀援

●ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀやｸﾗｳﾄﾞを活⽤した新しい⾦融ｻｰﾋﾞｽを創出
●⾦融ﾍﾞﾝﾁｬｰ等との連携から新規ﾋﾞｼﾞﾈｽを創出

 ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸの海外拠点ｼｽﾃﾑ、市場系ｼｽﾃﾑの引合拡⼤

 新⽇銀ﾈｯﾄ第⼆段階対応の決済ｿﾘｭｰｼｮﾝ「Stream-R」
〜製品開発を完了し予定通りﾘﾘｰｽ

 地域⾦融機関向けｿﾘｭｰｼｮﾝ「BANK･R」
〜販売強化策として基幹ｼｽﾃﾑﾍﾞﾝﾀﾞとの協業推進

 国債取引照合ﾌｧｲﾙ交換ｻｰﾋﾞｽ
〜銀⾏、証券会社30社超で稼働

- 16 -

実績(億円) 前期⽐
売上⾼ 107 102％
受注⾼(*) 83 94％
受注残⾼(*) 31 78％

FY14
通期予想

FY16
中計⽬標

226億円 250億円

■売上⾼⽬標

■FY14上期業績

(*)⼀部のｻｰﾋﾞｽ品⽬のみが対象

２
０
１
４
上
期
ト
ピ
ッ
ク
ス

中
計
戦
略

競争優位性
の追求

新ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域
の開拓



ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｾｸﾞﾒﾝﾄ
●⾃動⾞業界におけるMBDｿﾘｭｰｼｮﾝ領域のNO.1ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞになる
●ものづくり⾰新⽀援のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開(⽇本含むｱｼﾞｱ地域)
●ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾀﾚﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ強化
●会計､原価･⽣産管理系ｿﾘｭｰｼｮﾝ強化

●製造業の設備保全､故障予測領域等ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀによる新ﾋﾞｼﾞﾈｽ創出
●ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野における新たなﾋﾞｼﾞﾈｽの創出

競争優位性
の追求

新ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域
の開拓

 ⾃動⾞業界への更なる注⼒
〜⾰新的製品開発に向け⾃動⾞産業におけるMBD導⼊が本格化
〜iQUAVISの導⼊が⼤⼿⾃動⾞メーカーで加速

 ISIDｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ設⽴(7/1)
〜MBDのための「機能ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ」提供開始

 ⼈事管理「POSITIVE」
〜ﾀﾚﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ機能追加、代理店販売も強化

 国際会計基準（IFRS）対応案件の増加
〜ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ⼤⼿企業を中⼼にIFRS検討が進んでおり、

連結会計ｿﾘｭｰｼｮﾝ「STRAVIS」等の引合拡⼤

２
０
１
４
上
期
ト
ピ
ッ
ク
ス

- 17 -

中
計
戦
略

実績(億円) 前期⽐
売上⾼ 168 110％
受注⾼(*) 76 163％
受注残⾼(*) 38 198％

FY14
通期予想

FY16
中計⽬標

358億円 400億円

■売上⾼⽬標

■FY14上期業績

(*)⼀部のｻｰﾋﾞｽ品⽬のみが対象

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝITｾｸﾞﾒﾝﾄ
●電通協業のさらなる加速

(｢公共｣｢CRM｣｢街ﾋﾞｼﾞﾈｽ｣等の領域で協業を加速)
●電通ｸﾞﾙｰﾌﾟの基幹ｼｽﾃﾑのさらなる⾼度化を⽀援

●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ系ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを活⽤し､電通と協業で新ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域を開拓
●ｵﾑﾆﾁｬﾈﾙ､ｱﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ分野での事業創出
●映像ｿﾘｭｰｼｮﾝを活⽤したｽﾎﾟｰﾂ関連ﾋﾞｼﾞﾈｽの開拓
●電通協業ﾓﾃﾞﾙの海外ﾛｰﾙｱｳﾄ推進

競争優位性
の追求

新ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域
の開拓

 2020年に向け、電通協業をさらに加速
〜 案件上流から関与すべく電通内に技術部隊の常駐開始
〜 電通・電通ｸﾞﾙｰﾌﾟの関連組織と連携強化

 O2Oﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ「+fooop! connect」引合拡⼤
〜 渋⾕ﾏｰｸｼﾃｨでの試験運⽤ｽﾀｰﾄ

 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟの基幹ｼｽﾃﾑ⽀援 〜 ⼤型更改案件ﾘﾘｰｽ完了

２
０
１
４
上
期
ト
ピ
ッ
ク
ス
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中
計
戦
略

実績(億円) 前期⽐
売上⾼ 82 90％
受注⾼(*) 44 76％
受注残⾼(*) 19 76％

FY14
通期予想

FY16
中計⽬標

176億円 200億円

■売上⾼⽬標

■FY14上期業績

(*)⼀部のｻｰﾋﾞｽ品⽬のみが対象

FY13上期 FY14上期 前年同期⽐
電通協業売上 24.4億円 22.9億円 93.9％



新たなﾋﾞｼﾞﾈｽ領域の開拓〜ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ活⽤による新ﾋﾞｼﾞﾈｽ創出〜
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 ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析による知的保全ｿﾘｭｰｼｮﾝ  WEB接客ｻｰﾋﾞｽ「ﾗｲﾌﾞｴﾝｹﾞｰｼﾞ」

 IoTｲﾝﾌﾗ『SynapSensor』開発

 WEB上のﾕｰｻﾞ⾏動をﾘｱﾙﾀｲﾑに解析し、その
場で最適な情報へと導くｿﾘｭｰｼｮﾝ

 ﾗｲﾌﾈｯﾄ⽣命、みずほ銀⾏が採⽤

 ｽﾏﾎだけでなく、多種多様なｳｪｱﾗﾌﾞﾙﾃﾞﾊﾞｲｽとの
接続に対応するｾﾝｻｰﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

 “ﾌﾟﾗﾁﾅﾊﾞﾝﾄﾞ”である920MHz帯と2.4GHz
(BLE)通信により、安定・⼤規模ﾈｯﾄﾜｰｸを実現

 ⽶国ﾌﾟﾚﾃﾞｨｸﾄﾛﾆｸｽ社と資本・業務提携、ﾋﾞｯ
ｸﾞﾃﾞｰﾀ解析をﾍﾞｰｽとした予知保全ｻｰﾋﾞｽ推進

 ⼤⼿製造業・⾃動⾞で導⼊が進む

中計戦略 あらゆるﾓﾉがﾈｯﾄで繋がり集積されるﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを活⽤し､顧客のﾋﾞｼﾞﾈｽ⾰新を⽀援

 ﾃﾞｰﾀ分析を⽤いたﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ提供
 ｾﾌﾞﾝ銀⾏

全⾯ﾘﾆｭｰｱﾙした「ﾀﾞｲﾚｸﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ」にｻｰﾋﾞｽ提供〜新規
⼝座開設件数やｶｰﾄﾞﾛｰﾝ申込み件数などが⼤きく伸⻑

 運輸・ｻｰﾋﾞｽ会社
収益最⼤化のための各種予測ﾓﾃﾞﾙ構築中

BLE：Bluetooth Low Energy

ものづくり革新

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ革新

金融ｻｰﾋﾞｽ革新

ｲﾝﾌﾗ

新たなﾋﾞｼﾞﾈｽ領域の開拓〜先端技術の活⽤〜
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ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：個⼈別理解度に応じた学習

中計戦略 先端技術･ｻｰﾋﾞｽを組み合わせた新規ﾋﾞｼﾞﾈｽの創出を継続的に推進

ｲﾉﾗﾎﾞ ｽﾎﾟｰﾂ&ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾗﾎﾞ
実験ｽﾀｼﾞｵ

 まちﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ「+fooop!」の進化
 ｸﾞﾗﾝﾌﾛﾝﾄ⼤阪(GFO)の実証実験継続
 GFO、ﾌﾗﾝｽ･ﾊﾞﾙﾄﾞﾜｰｽﾞ県との実証実験で得たﾉｳﾊｳをﾍﾞｰｽに、

2020年に向けて各地で進む街づくりへの参画を狙う

 教育ITﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ「edumame」
 ⽴命館守⼭中学・⾼校とｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの

実践ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｽﾀｰﾄ

 ｽﾎﾟｰﾂ&ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾗﾎﾞ発⾜
 ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ研究の世界的権威、東京⼤学暦本教授を招聘
 ｽﾎﾟｰﾂやﾍﾙｽｹｱ領域における先進のｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ技術を融合し、

ｽﾎﾟｰﾂを核とした新しい街づくりに取組む



新たなﾋﾞｼﾞﾈｽ領域の開拓〜ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ市場の開拓〜
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40
50

66

51
49

61

FY13
通期実績

FY14
通期計画

FY16
通期計画

20

25

FY14
上期実績

【億円】

中計戦略 中国･ASEAN地域を中⼼に､⽇系顧客に加えて､⾮⽇系顧客市場にもﾋﾞｼﾞﾈｽを拡⼤

 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ開発本部新設（4/1）

〜

〜

国
内
売
上
⾼(

海
外
向
け)

海
外
売
上
⾼

 ⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ
 欧⽶/中国/ASEANのﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ⽀援拡⼤
 BANK･R中国版、ﾘｰｽ業向け基幹ｼｽﾃﾑﾊﾟｯｹｰｼﾞ

「Lamp」 〜⾮⽇系向け営業強化

 ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ

 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT
 電通との協業によるCRMｿﾘｭｰｼｮﾝの展開
 O2Oﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ「+fooop! connect」

〜中国/ASEANの商業施設向け営業強化

 現地設計ﾆｰｽﾞ・経営強化ﾆｰｽﾞに対応
〜 ｱｼﾞｱﾋﾞｼﾞﾈｽ推進室設置-ASEANｻﾎﾟｰﾄ強化
〜 ものづくり⽀援ｿﾘｭｰｼｮﾝの中国/ASEAN展開
〜 ｱｼﾞｱで現地VOC分析ｻｰﾋﾞｽ推進
〜 SAPﾃﾞｰﾀ連携ﾂｰﾙ「BusinessSPECTRE」

SAP社のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ認定取得

VOC：Voice of Customer
O2O：Online to Offline

ISIDグループは、本中期経営計画を、
将来を⾒据えた『価値協創』のさらなる発展段階と位置づけ､

新たなソリューションの開発に挑戦し､
お客様や社会とともに未来を切り拓く。

中期経営計画

ISID Open Innovation 2016
『価値協創』

Progress to the Future
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⾦融ソリューションセグメント
8/21 ライフネット⽣命にウェブ接客サービス「ライブエンゲージ」を提供
9/26 セブン銀⾏のネットバンキングサービスを再構築
10/9 みずほ銀⾏がウェブ接客サービス「ライブエンゲージ」を採⽤

エンタープライズソリューションセグメント
5/23 国内初、⼤規模解析環境を⾃動構築するクラウドCAEサービスを開始
5/27 製造業の技術⾰新を⽀援するエンジニアリングサービス⼦会社を設⽴
6/19 豊⽥⾃動織機のグループ経営管理システムを構築

7/2 JTBグループの統合⼈事給与システムを「POSITIVE」で構築

コミュニケーションＩＴセグメント
5/9 東京国⽴博物館の特別展「キトラ古墳壁画」で会場⽞関周辺だけで⾒られる特別映像をスマホに配信

9/17 電通とISID、新しい映像体験を創造するプロジェクトを始動
9/22 渋⾕マークシティでiBeaconを活⽤したデジタルスタンプの試験運⽤がスタート

10/28 信州⼤学の災害時情報配信ｼｽﾃﾑに「potaVee」を提供

クラウド・オープンイノベーション研究所･他
5/15 ⽴命館守⼭とISID、クラウドとSNSを活⽤したアダプティブラーニングの実践プロジェクトをスタート
8/29 「スポーツ＆ライフテクノロジーラボ」を発⾜し東⼤・暦本純⼀⽒を招聘
9/30 ⼤阪イノベーションハブと共同で街をもっと楽しくするアプリ開発ハッカソンを開催
10/3 ISIDとラピスセミコンダクタ、920MHz帯無線通信とBLEを⽤いたIoTインフラ『SynapSensor』を開発


